フライアッシュ混入高強度コンクリートの圧縮強度に及ぼす水中養生期間の影響 by 井田  翔 & 菅田  紀之
フライアッシュ混入高強度コンクリートの圧縮強度
に及ぼす水中養生期間の影響
















室蘭工業大学大学院 学生員 ○井田  翔 



















ュ (FA) を用い，水結合材比 (W/B, B = C＋FA) 
を 25 %，フライアッシュ置換率 (FA/B) を
0 ％，10％，20％および 30％とし，4 種類の配
合とした．目標スランプフロー65 cm，目標空
気量 1.0 ％が得られるように，また，自己充填
性をもつように配合を決定した．混和剤にはポリカルボン酸系の高性能 AE 減水剤を用いた． 
2.2 圧縮強度試験 
コンクリートの圧縮強度試験は，直径 100 mm，高さ 200 mm の円柱
供試体を用いて行った．試験材齢は 1 日，3 日，7 日，14 日および 28
日である．供試体は材齢 24 時間までは温度 20℃±1℃に制御された恒
温室内で封緘養生し，それ以降は 20℃±1℃の気中養生，20℃±1℃の













(%) W C FA S G SP
0 165.5 662 0 815.3 838.3 3.77
10 162.5 585 65 812.3 835.3 3.25
20 158.3 506.6 126.6 813.7 836.7 3.29
25 48.95















高性能 AE 減水剤（SP） ポリカルボン酸系 
 




















































行った場合の強度比は，材齢 7 日で 1.03～1.08，材齢
14 日で 1.04～1.11，材齢 28 日で 0.99～1.07 であり，
材齢による変化は小さい．7 日間の水中養生後，気中
養生を行った場合の強度比は材齢 14 日で 1.13～1.19，










2) 気中養生を行った場合の強度は，水中養生の 80％程度である． 
3) 3 日間以上水中養生を行った後に気中養生を行った場合の強度は水中養生より大きくなる． 
4) 7 日間および 14 日間水中養生を行った後に気中養生を行った場合の強度は，水中養生より 20％程度大きくなる
ことがある． 















































（a）FA/B＝0％             （b) FA/B＝10％ 














































（c）FA/B＝20％           （d) FA/B＝30％ 
図－２ 圧縮強度 































   （a）FA/B＝0％        （b）FA/B＝10％ 































   （c）FA/B＝20％           （d）FA/B＝30％ 
図－３ 水中養生に対する強度比 
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